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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき
岐阜県にて農業施策を学ぶ

就農体感ツアー 農業者との交流や農業を紹介する機会の提供
短 期 研 修 適性等を判断できる機会の提供

長 期 研 修 就農を決断された方に農業者から実践的に学 
べる機会の提供

①皆で ・集落の住民が主体で動き、総参加型での取組。
②囲って ・鳥獣の進入防止柵の設置。
③除いて ・鳥獣たちの餌場を取り除いて定住化を阻止。
④追い切って ・鳥獣の人馴れを防止。追い払いを集団で実践。
⑤捕って ・有害鳥獣捕獲の推進。捕獲従事者の育成・確保。
⑥食べて ・食肉処理業、販売業の許可取得施設を設置し、ジビエ料理として販売。

⑦里人で ・集落で計画的実践活動ならびに、現地視察研修会を開催。
　集落自治会リーダーの育成・確保。

高
山
市
で
は
、
就
農
を
核
と
し
た
移

住
を
促
進
す
る
た
め
に
「
高
山
市
就
農

移
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
平
成
21

年
に
発
足
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
就
農
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
と
受

け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
り
、
就
農
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
都
市
部
で
開
催
す
る
「
農
業

人
フ
ェ
ア
」
で
高
山
市
の
農
業
を
紹
介

す
る
な
ど
、
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
の
新

規
就
農
者
（
後
継
者
含
む
）
は
１
９
４

人
（
年
平
均
で
24
人
）
で
、
そ
れ
に
加

え
、
他
府
県
か
ら
の
移
住
就
農
者
は
23

人
で
あ
り
、
確
実
に
成
果
が
出
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

和
良
町
宮
地
集
落
で
は
、
「
地
域
ぐ

る
み
の
鳥
獣
害
対
策
」
に
つ
い
て
資
料

説
明
に
加
え
、
実
際
に
現
地
ま
で
足
を

運
ん
で
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
農
家
だ
け
で
な
く
、
集
落
の
全

住
民
参
加
で
、
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
践
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
「
①
皆
で
、
②
囲
っ
て
、
③

除
い
て
、
④
追
い
切
っ
て
、
⑤
捕
っ

て
、
⑥
食
べ
て
、
⑦
里
人
（
さ
と
も

り
）
で
」
※
別
表
参
照 

の
七
策
で
鳥

獣
害
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
活
動
を

無
理
な
く
楽
し
く
続
け
る
こ
と
で
よ
り

一
層
集
落
の
絆
が
深
ま
り
、
農
業
振
興

に
も
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
文
書
：
東
野
裕
和
委
員
）

■就農メニュー

■七策

■営農開始時の支援

・機械や施設への支援
　 (導入経費に助成)
・農地への支援
　 (借地農地の賃借料を助成)

1日目　高
たかやま
山市

2日目　和良町宮地集落（郡
ぐ
上
じょう
市）

▲現地にて説明を受ける委員

▲研修の様子(高山市)
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農業者年金加入推進活動について

農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書への回答

農業者年金制度の普及・定着ならびに制度理解を深めるため、京都府農業会議から講師を招き農業
者年金研修会を11月5日に実施しました。
1970年（昭和45年）にサラリーマンと農業者との年金制度の格差
を解消することを目的に、政策年金として農業者年金制度が創設され
ました。
積み立て方式の確定拠出型で少子高齢化時代にも安心できる制度
で、保険料の全額社会保険料控除といった優遇制度もあり、メリット
の大きい制度だと思われます。
新規加入者へのアンケートによると農業者年金を知らなかったとい
う方が約5割で、若い人ほどその割合は高いということです。近年、
南丹市では新規就農者も増えており、農業者年金の加入を推進するこ
とが必要だと感じました。（文書：田村好司 委員）

平成３０年１０月２４日に提出した「農地等利用最適化推進施策の改善に関する意見書」に対
して、１１月８日に南丹市より回答がありました。なお、全文は南丹市農業委員会のホームペー
ジにて公開しています。
■南丹市農業委員会　ＨＰ

農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。

　　　　　・週刊　月４回金曜日発行
　　　　　・月額７００円（税込）

★加入資格　・国民年金の第1号被保険者。※（保険料の免除者は除く）・年間60日以上の農業従事者。
　　　　　　・60歳未満の方。

長い人生、準備は今から。
将来への備えは、家族ひとりひとりに対して。

★農業者年金は、国民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的年金制度
❶積立方式（確定拠出型）で少子高齢化時代に強い年金です！
❷生活設計や経営状況に合わせて（2万円から6万7千円まで千円単位で）保険料設定が可能です。

農業者年金へ加入しましょう

研修の様子

申込・お問合せ／南丹市農業委員会事務局　電話0771-68-0067

URL：http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/resource/nougyou/ikensho_kengi.html

申込：南丹市農業委員会事務局　電話0771-68-0067を購読しませんか。
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あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

▲生産した野菜を販売しています

54

至るり
渓温泉

至法京

至
南
八
田

54
453

★
P

る
り
渓
の
里
直
売
所

●保有機械●
トラクター　２台
田植え機　　２台
コンバイン　２台

●保有施設●
ライスセンター

育苗用ビニールハウス　

直売所
㈹0771-65-0700

大
河
内
生
産
組
合
は
、
平
成
19
年
に
組
合
員
42
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
園
部
町
大
河
内
地
区
は
、
京
都
府
立
る

り
渓
自
然
公
園
の
ふ
も
と
に
あ
る
中
山
間
地
で
農
業
の
担
い

手
が
不
足
す
る
中
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
、
農
地
を
守
る
た
め
に
水
稲
の
受

託
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
役
員
が
中
心
と
な
り
、
田
植
え
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
稲
刈
り
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
担
う
組
合
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
よ
り

都
市
部
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
黒

大
豆
の
植
え
付
け
・
収
穫
体
験
を

行
っ
て
お
り
、
毎
年
70
～
80
名
の
方

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

生
産
し
た
野
菜
や
米
は
、
平
成
19

年
に
開
設
さ
れ
た
「
る
り
渓
の
里 

農
林
産
物
直
売
所
」
で
６
月
～
12
月

の
毎
週
日
曜
日
に
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
米
は
、
都
市
部
の
消
費
者

に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
継
続
し
て
農
地
保
全
で
き

る
よ
う
、
設
備
の
充
実
も
は
か
り
な

が
ら
地
域
の
活
性
化
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

（
文
書
：
野
々
口
善
文
さ
ん

　
　

取
材
：
平
野
清
久
委
員
）

大
お お か わ ち

河内生産組合
（園部町大河内）

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

▲生産組合のみなさん
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▲ゆったりとした店内▲ゆったりとした店内

▲外装▲外装

「ゆるり」「ゆるり」
（美山町盛郷）

電話：0771-76-0741

もりさと

築150年
古民家料理店

自慢の畑です▶自慢の畑です▶

★

美
山
く
る
み
の
森

キ
ャ
ン
プ
場

162

至おおい町至おおい町

至福居至福居

至静原至静原 ゆるり

▲足立三治さんと

　妻の和子さん
かずこ

 

まちかど通信まちかど通信まちかど通信

　
築
１
５
０
年
の
か
や
ぶ
き
民
家

の
料
理
店
『
ゆ
る
り
』
は
、
若
狭

の
海
か
ら
都
の
食
文
化
を
支
え
た

「
西
の
鯖
街
道
」
（
国
道
１
６
２

号
線
）
に
面
し
た
美
山
北
部
の
盛

郷
に
あ
り
ま
す
。
16
年
前
に
両
親

が
料
理
店
を
開
業
し
ま
し
た
が
、

６
年
程
前
か
ら
祖
母
の
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
京
都

市
内
か
ら
家
族
共
々
田
舎
に
戻
り

店
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
古
民
家
な
ら
で
は
の
囲
炉
裏
な
ど

を
残
し
な
が
ら
も
キ
ッ
チ
ン
や
店
内
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

春
は
山
菜
、
初
夏
か
ら
は
囲
炉
裏
で
焼
い
た
美
山
天
然
鮎
、
秋
に

は
美
山
産
松
茸
な
ど
地
元
の
食
材
や
京
地
鶏
を
メ
イ
ン
に
コ
ー
ス
料

理
と
し
て
昼
ま
た
は
夜
の
食
事
を
予
約
制
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
年
２
月
か
ら
は
敷
地
内
で
ジ
ビ
エ
の
解
体
と
精
肉
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
猪
や
鹿
の
ジ
ビ
エ
料
理
も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。
店
の
名
前
の
よ
う
に
「
ゆ

る
り
」
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

な
が
ら
四
季
折
々
の
料
理
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年

の
春
か
ら
は
、
宿
泊
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
腰
を
据

え
て
お
酒
を
楽
し
ん
で
頂
け
ま

す
。
近
く
に
お
越
し
の
節
は
是

非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
書
：
梅
棹
レ
オ
さ
ん
　
取
材
：
谷
本
み
ど
り
委
員
）

足
立
三
治
さ
ん
は
大
阪
の
食
品
調
理
会
社
で
調
理
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
調
理
に
適
し
た
野
菜
や
果
物
を
産
地
ま
で
足
を
運
び
生
産
者
と

直
接
や
り
と
り
す
る
な
ど
、
栽
培
過
程
に
重
点
を
置
き
、
料
理
人
と
し
て

常
に
安
全
、
安
心
、
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
研
究
を
重
ね
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

今
は
、料
理
人
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し

て
、自
宅
の
庭
で
野
菜
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。種
類
は
白
菜
、カ
ブ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、芽
を
切
っ
た
ば
か
り
の
エ
ン
ド
ウ
な
ど
で
す
。ま
た
隣
接
地
に

は
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
柿
、桃
、い
ち
じ
く
な
ど
の
果
樹
も
植
え
て
あ
り
ま
す
。

水
の
確
保
も
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
な
ど
、
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
に
は
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
て
栽
培
の
工
夫
や
、
料
理
の
コ
ツ

を
教
え
た
り
、
さ
ら
に
は
料
理
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
自
宅
の
庭
に
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
、
来
客
者
を
手
厚
く
も
て

な
し
、
地
域
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
住
民
と
一
層
の
絆
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
：
谷
口
定
己
委
員
）

～料理人が野菜を栽培～
あだち さんじ

足立　三治さん
（日吉町上胡麻）

う
め
さ
お
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特
集

須賀さんご家族 

美
山
町
へ
移
住
し
、九
条
ネ
ギ
を
栽
培

美
山
町
宮
脇
　橘
　
　英
樹
さ
ん

た
ち
ば
な

ひ
で

き

敬
子
さ
ん

の
り

こ

由
良
川
と
原
川
が
合
流
す
る
美
山
町
宮
脇
と
い
う
地
域
に
住
ん
で
お
り
、

現
在
の
耕
作
地
は
、
田
を
15
ア
ー
ル
、
畑
が
約
70
ア
ー
ル
で
畑
で
は
九
条
ネ

ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
カ
フ
ェ
な
ど
、
野
菜
や
農
業
に
か
か
わ

る
機
会
が
あ
り
、
農
業
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
自
然
が
好
き
な
の
で
農

業
で
成
功
で
き
れ
ば
と
考
え
、
農
業
を
一
か
ら
勉
強
す
る
た
め
と
京
野
菜
栽

培
へ
の
憧
れ
も
あ
り
、
東
京
か
ら
京
都
へ
引
っ
越
し
、
農
林
水
産
業
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
で
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
「
こ
と
京
都
㈱
」
に
勤
め
な
が
ら
栽
培
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
ま
し
た
。

当
初
は
京
都
府
宇
治
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
「
こ
と
京
都
㈱
」
の
ほ

場
が
美
山
町
に
あ
り
、
出
向
い
て
い
る
う
ち
に
美
山
町
の
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
に
惹
か
れ
、
宮
脇
地
区
へ
の
引
っ
越
し
を
決
断
し
ま
し
た
。
宮
脇
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
親
切
で
、
住
む
場
所
や
農
地
の
紹
介
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
農

業
を
始
め
る
上
で
非
常
に
助
け
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
移
住
し
て
か

ら
妻
と
出
逢
え
た
こ
と
も
大
変
心
強
か
っ
た
で
す
。

農
業
を
始
め
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農

業
だ
け
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
理

想
で
す
。

美
山
町
の
冬
は
雪
が
積
も
り
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
も
何
か
農
作
物
が

育
て
ら
れ
な
い
か
思
案
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
農
業
の
雇
用
者

を
少
し
で
も
増
や
し
、
私
を
快
く
受

け
入
れ
て
頂
い
た
地
域
の
皆
様
に
恩

返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　（

文
書
：
橘

　英
樹
さ
ん

　
　取
材
：
倉
内

　裕
委
員
）

九条ネギの畑九条ネギの畑

前号（No.37）2 ページにて、大西営農組合の代表理事名の記載誤りがございました。
お詫びして、訂正いたします。（誤）小畠正博さん →（正）小畠政博さんお詫びと訂正

（平成31年2月発行　No.38） 6



▲大野屋に届けられたカブ

こ
て
ら

と
し
え

美山の卵と牛乳を使用した
シフォンケーキ。

あっさりしていて食べやすく、
ふわふわな食感でした。

美山の卵と牛乳を使用した
シフォンケーキ。

あっさりしていて食べやすく、
ふわふわな食感でした。

シフォンケーキとよも
ぎもちは、毎年大野ダムで
行われている「さくら祭」
と「もみじ祭」での限定商
品となっています。お越し
いただいた際には、是非と
もご賞味ください。

美山の小豆を使用したよもぎもち。
よもぎの風味がしっかりしています。

上記で登場した小寺敏江さんが作っています。

美山の小豆を使用したよもぎもち。
よもぎの風味がしっかりしています。

上記で登場した小寺敏江さんが作っています。

大野ダムもみじ祭が11月17・18日の2日間開催
され、多くの観光客や地域の人たちが楽しんでいま
した。
会場には地域の祭りを盛り上げるために地元の方
たちの手作り品が多数出店されていましたので、そ
の中から、私のおすすめ品を紹介します！

（取材：梅津義明 委員）

大野ダムもみじ祭が11月17・18日の2日間開催
され、多くの観光客や地域の人たちが楽しんでいま
した。
会場には地域の祭りを盛り上げるために地元の方
たちの手作り品が多数出店されていましたので、そ
の中から、私のおすすめ品を紹介します！

（取材：梅津義明 委員）

　美
山
町
大
野
に
あ
る
「
大
野
屋
」
の
直

売
所
で
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
盛
っ
た
カ
ブ
や

大
根
を
届
け
に
来
ら
れ
た
小
寺
敏
江
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　小
寺
さ
ん
は
大
野
ダ
ム
公
園
で
さ
く
ら

祭
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な

い
こ
ろ
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち
が
始
め
た

野
菜
市
の
手
伝
い
で
野
菜
作
り
に
参
加
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
女
性
た
ち
で
立
ち
上
げ
た
「
大
野
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
に
大
野
屋
の
前
で
「
水
曜
市
」
を
開
い

て
野
菜
や
加
工
食
品
を
販
売
し
た
り
、
ま
た
収
益
で
グ
ル
ー
プ
の
食
事
会
を
企
画
す

る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

活
動
の
功
績
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
で
開
発

し
た
和
菓
子
の
「
黄
金
い
も
」
が
美
山
も
の
づ

く
り
委
員
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で

あ
り
、
今
も
人
気
商
品
で
す
。

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
は
現
在
、
後
継
者
不
足

で
休
止
状
態
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
小
寺

さ
ん
は
今
も
な
お
直
売
所
の
あ
る
「
大
野
屋
」

に
毎
朝
野
菜
を
届
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
活
動
が
地
域
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。（

取
材
：
梅
津
義
明
委
員
）

女 性 農 業 者 の 活 躍 ！

直
売
所
に
野
菜
を
届
け
て
30
年

直
売
所
に
野
菜
を
届
け
て
30
年

～ 錦秋の大野ダムもみじ祭手作り品フェア ～～ 錦秋の大野ダムもみじ祭手作り品フェア ～

小
寺
　敏
江
さ
ん
（
美
山
町
大
野
）

（平成31年2月発行　No.38）7



委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅 旅人：梅津義明 委員

◆
広
報
委
員
会

平
野
　
清
久

田
村
　
好
司

東
野
　
裕
和

田
中
　
靖
二

寺
尾
　
義
延

吉
見
　
有
正

川
勝
　
芳
明

廣
瀨

　
　仁

福
嶋
　
重
樹

松
本
　
𠮷
弘

宇
野
十
三
治

岩
城
　
久
雄

谷
口
　
定
己

梅
津
　
義
明

倉
内
　
　
裕

谷
本
み
ど
り

藤
原
　
忠
司

八
木
町
神
吉
に
は
「
神
吉
太
鼓
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。
神
吉
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
23
名
の
方

が
所
属
し
て
お
り
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
練
習
し
て
い

ま
す
。

元
々
、
神
吉
小
学
校
の
授
業
の
中
に
太
鼓
の
授
業
が

あ
り
、
児
童
は
み
ん
な
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
閉
校
に
伴
い
、
太
鼓
の
使
い
道
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
人
た
ち
で
使
え
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

30
年
度
は
、
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
「
神
吉
公
民

館
ま
つ
り
」
に
て
、
地
域
の
方
た
ち
の
前
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
太
鼓
の
音
色
は
神
吉
に
響
き
渡
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
た
め
、
地
域
行
事
が
自

粛
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の

ま
つ
り
を
き
っ

か
け
に
地
域
が

活
気
づ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら

も
、
あ
た
た
か

く
地
元
愛
あ
ふ

れ
る
活
動
が
続

く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
：
川
勝
芳
明
委
員
）

京
都
市
右
京
区
京
北
町
に
あ
る
京
都
府
立
北

桑
田
高
等
学
校
の
正
門
に
は
、
校
舎
ま
で
の
道

の
両
脇
に
古
く
か
ら
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
て
大
木
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
鮮

や
か
な
緑
色
に
染
ま
り
、
秋
に
は
黄
金
色
に
輝

き
、
落
葉
が
黄
色
の
絨
毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）
の

よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
多
く
の

生
徒
た
ち
が
楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
歩
く
道
で

あ
り
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
思
い
出
の
道
で
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

正
門
前
の
広
い
道
沿
い
に
は
府
立
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
ハ
ウ
ス
や
京
北
病
院
と
い
っ
た
近
代
的
な
建

物
が
あ
る
一
方
、
近
く
を
通
る
国
道
１
６
２
号

線
に
は
商
店
や
飲
食
店
が
昔
か
ら
建
ち
並
ん
で

い
る
地
域
で
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
に
あ
る
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
並

木
は
「
悠
久
の
道
」

と
地
域
で
は
呼
ば

れ
、
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

何
気
な
い
日
常
の

風
景
に
ふ
と
立
ち
止

ま
り
、
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

ま
し
た
。

▲迫力ある太鼓の演奏

京
都
府
立
北
桑
田
高
等
学
校
の

イ
チ
ョ
ウ
並
木

か
み
よ
し
た
い
こ

イチョウ並木イチョウ並木

ゆ
う
き
ゅ
う

園部町横田区の公民館で、お話し会と餅つき大会が開催されました。この大会は、毎年、任意団体「横田夢倶
楽部」が子どもたちの楽しい思い出作りになればと、開催されています。「ぜんざい」や「きな粉餅」おいし
かったかな。（取材：田中靖二 委員）

神
吉
太
鼓（
八
木
町
神
吉
）

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067
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